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そ
の
頃
、

仏
教
の

で
し
た
。

け
入
れ
ら
れ
ま
せ
ん

の
禅
は
直
ぐ
に
は
受

そ
っ

け
な
い
返
答
を
さ
れ
ま
し
た
。

す
る

「

無
功
徳
‼
」

と
、

期
待
を
裏
切
る
よ
う
な

た
。

す
る
と
達
磨
は
即
座
に
、

た
り
、

沢
山
の
僧
侶
を
支
援
し
、

写
経
を

と
武
帝
は
「

な
ぜ
？
功
徳
が
な
い
の
か
」

か
ナ
」

と
、

さ
も
自
慢
げ
に
質
問
し
ま
し

し
て
き
た
が
、

ど
の
程
度
の
功
徳
が
有
る

け
な
い
。

更
に
、

沢
山
の
支
援
が
で
き
た

見
返
り
を
求
め
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
い

善
行
と
は
言
え
な
い
。

本
当
の
善
行
は
、

　
報
い
を
ア
テ
に
し
た
よ
う
な
行
い
は
、

は
、

次
の
よ
う
な
内
容
で
し
た
。

と
、

更
に
詰
め
寄
り
ま
し
た
。

そ
の
答
え

や
が
て
達
磨
は
、

正
法
と
坐
禅
を
伝
え
る

九年間、坐禅をした岩窟に祀られている

達磨像。参拝者も多く、窟内には堂守ら

しき僧が居て、今でも大切にされている。

継
ぎ
二
十
八
代
目
の
仏
祖
と
な
り
ま
し
た
。

す。介護サービスも必要なし。ご近所

も長寿番付表を作っていますが、95

ました。大正7年7月生まれの101

岩窟に登る石段

に
優
勝
す
る
の
で
は
？
と
感
じ
て
い
ま
す
。

の方との茶飲会が楽しみとのこと。

安住寺檀家の最高

齢者は、田代ハツ

コさんです。9月

16日に閑栖が自

宅にお伺いし、写

真を撮らせて頂き

歳です。戦時中の大変な時から四人

の子供を育て「仕事は何でもした」

るし、掃除や洗濯も自分でしていま

閑
栖
記

で
し
た
。

お
釈
迦
さ
ま
か
ら
数
え
て
二
十

十
七
歳
の
時
に
弟
子
に
な
り
「

菩
提
達
磨
」

七
代
の
般
若
多
羅
尊
者
の
目
に
留
ま
り
、

　
今
か
ら
千
六
百
年
ほ
ど
前
、

南
イ
ン
ド

そうです。95歳頃まで、ヒマだから

で
す
。

日
本

こ
と
で
す
。

私
が
修
行
に
行
っ

た
、

岐
阜
県
美
濃
加
茂
市

南台東

藤の川

と内職をしていました。お孫さんが

同居していますが、食事は自分で作

井上恵美子

前頭１

同３

同５

土肥　妙子

同６

同７

猪　尾

篤
信
者
と
し
て
寺
を
建
て
た
り
、

写
経
を

座間市

嵐
に
遭
う
な
ど
、

大
変
な
思
い
を
し
て
の

　
す
で
に
中
国
に
は

広島市田辺　コウ
阿部ノブ子 94

93

西下司

学
生
だ
っ

た
我
々
に
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

特
に
巨
人
軍

伊
深
町
の
正
眼
寺
に
参
禅
に
来
ら
れ
て
い
た
折
に
、

当
時

94

95

上　美枝子

仏
教
が
伝
え
ら
れ
て

97

93

す
。

今
は
、

知
ら
な
い
人
の
方
が
多
い
、

五
十
年
も
前
の

と
か
、

多
く
の
伝
説
が
伝
え
ら
れ
て
い

90

96

宗田　季紀 96

麻生　義子

路
で
の
旅
で
し
た
が
、

立
派
な
船
も
な
く

麻生　博行

田椽美智子
木付　幸子

92
坐禅会

十
月
よ
り
朝
６
時
半
か
ら
で
す

。

中
国
入
り
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

工藤　絹子

達
磨
に
会
っ

て
問
答
を
し
た
有
名
な
話
が

「

仏
教
外
護
の
た
め
、

多
く
の
寺
を
建
て

麻生　秀子

須賀　悦子

宇都宮　梅

磯田アヤ子

と
し
て
の
「

達
磨
大
師
」

の
お
話
で
す
。

置
物
、

縁
起
物
で
は
な
い
、

禅
宗
の
始
祖

第１６８号

 
十
月
五
日
は
、

達
磨
大
師
の
命
日
で
す
。

1

阿部　睦子 96 西大内山

ま
す
。

中村千代子

た
め
、

は
る
ば
る
中
国
へ
渡
り
ま
す
。

海

古田　初子

11/9

11/22

11/20

12/17

行
事
予
定

廣石　　悟

東 おすまい

西大内山

95

関脇

97
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99
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同

同
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写
経
会

な
い
か
。

と
言
う
も
の
で
す
。

更
に
武
帝

達
磨
大
師

も
っ

て
九
年
間
の
坐
禅
三
昧
の
行
を
続
け
ま
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遂
げ
た
時
の

連
覇
を
成
し

印刷

を
応
援
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、

今
年
は
、

久
し
ぶ
り

達
磨
大
師
は
、

百
五
十
歳
ま
で
生
き
た

安住寺コピー室

シ
リ
ー

ズ
九

横綱田代ハツコ

安　住　寺　だ　よ　り

第168号

 令和元年9月16日を基準日にした番付表です。（9/16現在）

101 城　山

え
る
一
助
に
と
「

和
」

の
字
を
選
び
ま
し
た
。

聖
徳
太
子

西年齢 御免蒙

は
十
七
条
憲
法
に
「

和
を
以
て
貴
し
と
な
す
」

と
示
さ
れ

南台東

藤の川

川崎市 大関

弓　町

河野　サワ 98

藤の川

北九州市

同

東大内山

同

宇都宮キクエ

藤の川

同２

94

阿部みゑ子
94

東下司

東下司 小結

同

杉　山

東下司

岩口　花子 92

藤原　和子

同12

同２

東下司

藤原ヒサコ

南台西

90 西下司

守　末

同10

藤の川

同５

同８

八坂　周子

宮脇　　昭 91
91 堺　市

藤の川

91

94

92
92同９

同11宗　近

中津市

二宮　しん
92

同７

秦　エミ子

98

須賀　ミヤ

平野　芳彦

93

十両１

同６

93

河野　雪子

吉田　八重 90

91

同８

西大内山

同３

90

永代橋

新　興

藤原　常一

は
「

廓
然
無
聖
」
（

か
く
ね
ん
む
し
ょ

う
）

と

91
91川上　　浩

諸冨　サヨ

何
か
」

と
質
問
し
ま
し
た
。

す
る
と
達
磨

加藤マサ子

は
「

な
ら
ば
、

仏
教
で
最
高
の
境
地
と
は

こ
と
自
体
が
す
で
に
功
徳
そ
の
も
の
で
は

90

勧
め
た
り
し
て
い
た
梁
の
国
の
武
帝
が
、

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

要
約
す
る
と
、

し
た
。

来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク

大
会
に
向
け
て
、

色
々
な
競
技
の
世
界
大
会
が
あ
り
、

出

を
希
求
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
、

今
も
な
お
戦
争
が
継

続
中
で
あ
り
、

テ
ロ
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

経
済
戦

に
お
い
て
も
同
じ
で
す
。

和
と
楽
が
無
け
れ
ば
争
い
に
な

ま
す
。

争
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
平
和
の
大
切
さ
を
考

ま
し
た
。

人
の
世
は
和
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー

ツ

都合により、変更することがあります。

早
朝
坐
禅
会

観
音
講

原　ヨシ子 92 煙硝倉

別府市

同４河地　辰馬

宗田　初子

御
詠
歌
・

観
音
講

休
会

12/13

早
朝
坐
禅
会

合
掌
会
奉
仕
作
業

写経会

17時

納会

今年、全国で100歳以上の高齢者が

えています。杵築市社会福祉協議会で

亡くなる方も有る中、毎年6～7名増

歳でもまだまだ幕下です。安住寺でも

90歳にならないと番付には載りません。

7万1千人を超した。と報道されてい

ました。杵築市でも百歳以上の方が

38名（9月10日現在）に増えました。

色
紙
帳
か
ら

紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

今
号
か
ら
寺
に
あ
る
色
紙
を

場
枠
を
か
け
て
過
酷
な
競
争
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
ラ
グ
ビ
ー

ｗ
杯
大
会
が
日
本
で
始
ま
り
ま
し

下　原

おすまい 祝長寿令和元年度　長寿番付表　安住寺敬老場所

ス
ポ
ー

ツ
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
心
身
の
健
康
と
平
和

99

督
の
川
上
哲

年齢

元
巨
人
軍
監

95 新　興

97お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

八
月
豪
雨
・
台
風
十
五
号
で

監
督
さ
ん
で

同４

石井ツヤコ
松浦シズ子

治
氏
の
真
筆

色
紙
は
、

阿部ヤエ子

閑
栖
記

す
。

っ

て
い
る
の
で

家
七
宗
と
拡
が

に
庵
を
建
て
、

山
頂
近
く
に
あ
る
岩
窟
に
こ

達
磨
は
、

北
魏
の
国
に
移
り
、

洛
陽
の
崇
山

　
直
ぐ
に
は
理
解
し
て
貰
え
な
い
と
感
じ
た

な
境
地
』

だ
。

と
言
う
意
味
で
す
。

と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

や
が
て
そ
の
法
を

の
香
至
国
、

大
婆
羅
門
（

イ
ン
ド
の
司
祭
階

れ
、

幼
少
の
頃
よ
り
賢
さ
が
目
立
つ
子
供

菩
提
多
羅
（

ぼ
だ
い
た
ら
）

と
名
付
け
ら

し
た
。

や
が
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
禅
は
、

五

り
、

今
日
に
至

い
ま
し
た
が
、

達
磨

級
）

の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

う
に
カ
ラ
ッ

と
し
て
、

澄
み
切
っ

た
清
ら
か

答
え
ま
し
た
。
『

雲
一
つ
な
い
大
空
の
よ

柏屋小夜子 96 宗　近

藤原ユリコ 95 東大内山

95 東大内山

宇佐市

西　上

永代橋

江藤モリ子 94 東大内山

小玉　和江 93 杉　山

94

東下司

清末　鈴子 93 東大内山

中　平

荒巻　ミヨ 93

西大内山

横浜市

諸富　タマ 91 西下司

麻生恵美子 91

西下司

89 西大内山

90 西下司

工藤キヨ子

廣石フサエ 90 宗近

是久　和子
90 東大内山

上園ナミ子 90 東大内山

っ

て
し
ま
い

91 杉　山

渡邉チカ子 91

いつまでも

お元気でネ


